
 

令和８年度 第１回小糸・清和地区公民館運営審議会 会議次第 

 

日時 令和８年５月１４日（木） 

  午後３時から 

場所 清和地域拠点複合施設  

おらがわ 会議室１ 

 

１．開会  

 

２．あいさつ 

 

３．委嘱状交付 

 

４．委員自己紹介 

 

５．職員紹介 

 

６．議題  

 （１）公民館の使用料金について 

 

  （２）令和８年度公民館事業及び予算について 

 

 ７．その他（事務連絡）  

 （１）今後の会議予定について 

第２回  ９月 ４日（金） 会場：小糸公民館 講義室 

第３回 １２月１７日（木） 会場：清和公民館 会議室１ 

第４回  ３月 ４日（木） 会場：小糸公民館 講義室 

 

（２）君津地方公民館運営審議会連絡協議会について 

 

８．閉会  

 



公民館の使用料について 

 

生 涯 学 習 文 化 課 

 

１ 概要 

公民館は公立学校と同様に教育機関に位置づき、学習、交流による市民の主

体的なコミュニティ形成の基盤として、本市では、すべての市民に開かれたも

のであるよう、市民の社会教育活動、地域活動等について料金を無料としてき

た経緯があります。 

しかし、昨今の社会情勢や財政状況もあり、公共施設の適切な料金負担のあ

り方が重要な課題となる中、公民館の使用料金についても検討する必要がでて

きました。 

つきましては、関係審議会の皆様にご意見を伺いながら検討を進めてまいり

たいと考えております。 

 
２ 使用料金徴収の必要性 

本市では、さまざまな公共施設の使用料を、地方自治法第２２５条および第

２２８条に基づき条例で定め、使用者に一定の負担をお願いしています。 

本市「公共施設使用料の見直しに関する基本方針」では、「近年、少子高齢

化や人口減少により税収の大幅な増加は見込めず、一方で社会保障費や公共施

設の老朽化対応など財政需要は増加」し、「原材料費やエネルギーコストの高

騰、人件費の上昇により維持管理・運営コストも増大」する中、「デジタル化

やライフスタイルの多様化により利用実態や市民ニーズが変化し、従来の使用

料体系が現在の状況に合わない場合もあり、公平性や透明性の観点から見直し

が必要」「将来にわたり持続可能な公共サービスを提供するためには、施設の

在り方の見直しとともに、受益者と非受益者の負担の公平性を確保し、利用者

には受益に応じた適切な負担をお願いすることが不可欠」としています。 

 
３ 公民館について 

「基本方針」では、法令等で料金等が定められている場合を除く公共施設に

ついて、個別の施設使用料の検証を行い、持続可能で公平性の高い公共施設の

運営を目指すとしており、公民館も検討を行う施設に含まれます。 

公民館は、市民の学びと交流の拠点として重要な機能を持つ施設ですが、光

熱水費など相応の経費がかかっており、使用する人としない人の公平性の点か

らも、使用料金の検討が必要となっています。 

 

 



参考１ 近隣市の使用料例（比較可能な部屋を抜粋・生涯学習文化課調べ） 

 貸出部屋など 料金（１時間） 備   考 
君津市 会議室系 ０円 160～440 円   ※1 

多目的ホール系 ０円 753～1,080 円 ※1 
調理室 0 円 430～440 円  ※1 

富津市 会議室系 310 円・730 円 
夜間 340 円・800 円 

 

多目的ホール系 3,140 円 
夜間 3,450 円 

※2 

調理室 620 円 
夜間 680 円 

 

袖ケ浦市 会議室系 230～650 円 
夜間 350～910 円 

 

多目的ホール系 650 円 
夜間 910 円 

※2 

調理室 650 円 
夜間 910 円 

 

木更津市 
※3 

会議室系 150～600 円  
多目的ホール系 600～1,500 円  
調理室 150～400 円  

※１ 午前中 9 時～12 時の「目的外使用」料金を１時間換算した参考値。 
※２ 別途客席ホール仕様の大ホール（650 人～1,000 人対応）あり。 
※３ 令和８年４月からコミュニティセンター化 
 

参考２ 近隣市の公民館使用料収入額（令和６年度決算額全体） 

君津市      ８１７，６３０円（目的外使用分） 

木更津市  １１，３９０，５６９円 

富津市    １，１６８，７２０円 

袖ケ浦市   ７，２９７，９７０円 

 

参考３ 君津市の公民館光熱水費（令和６年度決算額） 

君津市     ３５，８８９，０００円 

 

参考４ 令和７年度実施アンケートに寄せられた声（別紙） 

 























 

 

小糸公民館 
 
１ 基本方針 
（１）いつでも誰でも気軽に集い・学ぶことのできる場作りを推進する。  
（２）地域住民の生活実態や意識をつかみ、課題に即した学習活動を展開する。  
（３）各種団体、利用サークル等の活動支援・育成に努め、地域連帯意識の高揚と協同  

の輪づくりを行う。  
 
２ 令和７年度の成果と課題 

【成果】  
・「戦争・平和に関する地域学習」を重点取り組み分野に掲げ、年間を通して様々な方法で事業を

展開した。具体的には、当館のタイル壁画や小糸地区内の学童疎開受け入れ箇所等の地域資源を

題材に、文化祭での特別展示・ギャラリートークの実施、中学生を中心とした教育講演会の開催、

学童疎開受け入れ先の実地散策を行った。これにより、地域住民の世代を問わず、戦争と平和へ

の理解を深める一助とすることができた。 
・サークル活動支援を目的に、サークル団体と公民館の共催でサークル体験会を実施した。この結

果、会員年齢層の若返りや会員数増加につながり、当館のサークル数は微増傾向にある。次年度

も継続的に取り組むことで、サークル活動の活性化を図る。 
 
【課題】  

予算縮小による事業見直しを図る中、市民サービス（子育て支援、高齢者の健康増進

事業）の低下を最低限に抑えられるよう、公民館運営・事業計画を引き続き工夫する。  
 
３ 令和８年度の重点目標 

（１）小糸公民館の民主的な運営体制づくりを進める。  
（２）公民館だより「こいと」発行事業について、今後のあり方を検討する。  
（３）家庭教育関連事業（家庭教育学級、プレイルーム事業）の実施により、全市的な子  

育て支援政策・活動支援に寄与する。特に今年度は、プレイルーム開館２５周年事  
業に取り組む。  

（４）青少年や高齢者等、幅広い世代を対象とする事業を展開する。  
・青少年を育む各種団体と連絡調整を図り、連携体制を強化する。  
・中高生世代の活躍の場づくりと活動支援を行う。  
・高齢者の健康・生きがい形成に寄与する事業を実施する。  

（５）文化祭で小糸の歴史文化に関する題材を扱うことで、歴史文化の継承に寄与する。  
（６）公民館利用サークル・各種団体の育成や活動を支援する。  
（７）中央図書館小糸分室の環境を整備し、読書活動を推進する。  

 
４  令和８年度の重点取組分野及び主な予定事業 

 重点取り組み「中高生世代の活躍の場づくりと活動支援」  
  公民館事業の様々な場面で、中高生が活躍できる場を体系的に設けることで、①中高

生世代の居場所づくり ②地域を拠点とする多世代交流を図る。また、公民館事業での

経験を通じて、中高生の小糸地区への愛着心を育む。  
 

主な予定事業…子どもキャンプ（ジュニアリーダー育成）、夏休みゲーム大会（運営ボラ

ンティア）、中学生カフェ、２０歳のつどい  
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５ 令和８年度の事業計画 

（１）公民館運営審議会 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 備考 

１ 

小糸・清和 
地区公民館 
運営審議会 

公民館事業の企画・実施、施設整備に

ついて総合的に調査審議すると共に住

民の意見を反映する。 

◇年間４回の実施 

◇館長の諮問に対する答申 

５月～３月 

４回 

公運審委員 

８名 

清和地区

と開催 

 

事務局 

清和公民館

 

（２）コミュニティ活性化事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 備考 

２ 

第 55 回 
小糸地区 
文化祭 

「集う楽しみ 学ぶ喜び つながる

小糸」をテーマに、地区内の教育・文

化・産業等の成果を発表・展示し地域

住民の交流の場とする。 

 

◇特別企画（予定） 

畝山遺跡に関する展示・講演会 

※昭和女子大学歴史文化学科による 

協力。 

11 月 
14 日 
（土） 
15 日 
（日） 

サークル 
団 体 ・ 機

関、地域住

民 

実行委

員会を

設置 

３ 

公民館だより 
「こいと」発
行 

公民館活動や地域活動等の周知を図

るために、公民館だよりを発行し、地

域の情報発信基地としての充実を図

る。 

年3回 

6、10、2月

発行予定 

地区全世帯

各機関など 

編集委

員 5名 

４ 
利用者 
懇談会 

公民館利用団体・サークル相互の交流

や公民館利用に関する理解を深める

とともに、公民館活動の発展を図る。 

◇利用者懇談会  4 月 21 日（火） 

◇利用者美化活動 5 月 26 日（火） 

         10 月 30 日（金） 

4 月 
21 日（火）
 

小 糸 公 民
館 定 期 利
用 サ ー ク
ル・団体 

 

５ 

利用者 
移動研修 

11 月 
26 日 
（木） 

 

（３）青少年教育事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 備考 

６ 

子どもキャンプ自然の中での共同生活を通して、異年

齢集団での仲間づくりや、地域の大人

（青少年相談員）との交流を図る。 

 

◇会場：鴨川青少年自然の家 

7 月 

11 日（土） 

12 日（日） 

 

6 月 27 日 

事前研修 

小学校 

4～6 年生 

中学校 

1～2 年生 

25 名程度 

小
糸
地
区
青
少
年
相
談
員
と
共
催 

７ 

チャレンジ 
スクール 

体験活動に挑戦し、参加者同士が交流

することで協調性を養う機会とする。 

◇移動教室 

◇調理実習 

◇竹細工や陶芸などの工作体験  

※上記他、清和地区児童との交流会を

予定。 

9 月～3 月 

5 回 

小学校 

3～6 年生 

25 名程度 
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８ 

小糸親子 
教室 

親子(家族)活動を通して、お互いの立

場を理解し合う。また地域の家族同士

が交流する機会とする。 

◇スポーツレクレーション 

◇工作、調理体験 

◇バス移動教室 ほか 

6 月～3 月 

5 回 

小学生と

その保護

者 15 家族

程度 

一
部
、
小
糸
婦
人
会

（
体
験
教
室
）
と
合

同
実
施 

９ 

教育講演会 次世代を担う子どもを健やかに育む

人間関係作りを支える団体、機関等の

連携を深める場とする。 

12 月 9 日 

（水） 

周 東 中 学

校生徒 

及 び 一 般

市民 

清
和
地
区
青
少
年

健
全
育
成
連
絡
協

議
会
と
共
催 

10 

２０歳の 
つどい 

20 歳の節目となる門出を祝い励ます

行事を通じて、成人を迎えた自覚を持

つことのできる機会や、地域住民との

交流を深める機会を提供し、青年教育

の推進、地域の活性化を図る。  
 
※R７年（R６年度）より、清和地区と

合同開催。 

式典 

令和 9 年 

１月 10 日  

（日） 

周東中学

校区の対 

象者 

対
象
者
を
中
心
に 

実
行
委
員
会
を
組
織 

 

（４）課題解決学習推進事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 備考 

11 

小糸家庭教育

学級 

子どもを健やかに育てる知恵や工夫

について継続的に学び、主体的に活動

する土台作りを進めることで、より良

い人間関係作りと地域作りを目指す。 

◇レクリエーション 

◇おしゃべりティータイム 

（子育てに関する情報交換会） 

◇手芸やスポーツなどの体験活動 

ほか 

6 月～2 月 

5～6 回 

乳幼児・小

学 生 を 持

つ 保 護 者

20 名程度 

一
部
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
と
共
催
実
施 

12 

地域子育て支

援拠点事業 
（プレイルー

ム） 
 

子育て支援を進めるため、プレイルー

ムの効果的な利用と運営について利

用者等関係者と協議し、室内等の整備

を行う。また子育て中の保護者や子ど

もを対象に、季節に応じた事業を企

画・運営する。 

◇親子でにこにこ青空ひろば 

◇Let’s Play 事業（年 2 回程度） 

◇ボードゲーム大会 

◇文化祭子ども実行委員会 

◇中高生の子どもを持つ保護者向け

事業 

 乳幼児と 

保護者・ 

一般・児童 
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13 

高齢者学級 
いきいき学級 

いつまでも健康で活き活きと過ごせ

るよう、生活・社会・趣味・健康等に

関する活動を行う。 

◇軽スポーツ体験※ 

◇救急救命講習（心肺蘇生の方法等） 

◇体中から元気にいきいき血管講座 

◇調理実習（免疫力向上レシピ） 

◇ヨガ体験 

７月～2 月 

６回程度 

65 歳以上 

30 名程度 

※
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
は
君
津
市

体
育
協
会
小
糸
支
部
と
共
催 

 

（５）その他 

№ 事業名  目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 備考 

14 

各種団体サー

クル活動の支

援 

各団体の自主的運営を援助し、相互

の交流を図る。 

通年 各 種 団 体

サークル 

 

①青少年 

健全育成活動 
小糸青少年健全育成協議会の事務局

を担う。 

◇相撲集会  10 月 7 日（水） 

◇標語及びフォトコンテスト  

夏休み～文化祭 

◇教育講演会 12 月 9 日（水） 

通年   

②小糸婦人会 小糸婦人会の活動を支援する。 

◇総会  3 月 28 日（土） 

◇支部長会議 4 月 19 日（日） 

◇新春のつどい 令和 9 年 1 月 24 日 

随時 小 糸 婦 人

会会員 

 

③小糸地区社

会福祉協議会 
小糸地区社会福祉協議会の理事を務

める。 

◇総会     

◇敬老会 10 月 18 日（日） 

随時   

④サークル活

動の支援 
「サークル体験会」を実施し、サー

クル会員の増加による活動活性化を

目指す。 

7 月中 一般成人  

令和 6～7年度に主催事業として実

施してきた「こいとまちあるき」の

取り組みを発展させ、ウォーキング

サークル化を図る。 

3 月中 

15 

読書推進活動 新刊図書の購入・書架の整理等を通

して図書利用の拡大に努め、文化活

動の活性化を図る。 

通年 地域住民  
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予算科目 事業名 予算名 事 業 費 昨年度比 財源内訳

第55回小糸地区文化祭 18

社会教育費 公民館だより「こいと」発行事業 127

サークル活動支援事業
（こいとまちあるき等）

6

子どもキャンプ 2

小糸親子教室 14

チャレンジスクール 14

20歳のつどい 5

小糸家庭教育学級 5

高齢者学級
（いきいき学級）

5

プレイルーム関係事業
地域子育て
支援拠点事業

334 -30

一般財源・国
庫補助金・県
補助金（生涯
学習文化課予
算）

公民館の管理運営に関する事業 公民館管理運営事業 495 -94
一般財源
・その他

1,025 -470

-23

令和８年度事業予算概要

小　糸 公 民 館

（単位：千円）

-171

合　　計

コミュニティ
活性化事業

一般財源

青少年教育事業 一般財源

課題解決学習
推進事業

一般財源

-152
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清和公民館 
 

１ 基本方針 

（１） 自ら考え、仲間と行動する心豊かな人づくり（育ちあい）をとおして明るく活

気のある住みよい地域づくりに貢献する。  
（２） 住民の自主的学習、文化スポーツ活動の拠点としての役割を高め、地域文化の

継承発展に努める。  
（３） 住民が主体となった地域づくりや住民自治の充実に向け、暮らしに即した公民

館活動を積極的に展開する。  
 
２ 令和７年度の成果と課題 
 【成果】  
  ・主催事業や各種活動でできたつながりから新たな団体が生まれ、新規団体による

「地区文化祭」「秋まつり」「ふもとの茶屋」等への参加が増加したほか、昨年度

実施の「じぶん時間を楽しむ講座」「３D プリンタ入門講座」からも新たなサーク

ルが誕生し、地域の関係人口の増加や地域の活性化に寄与することができた。  
  ・フレイル予防等高齢者特有の課題に関する講座のほか、多世代交流の機会を多く

設けることで、シニア世代の活躍の場をつくることができた。  
【課題】  

  ・公民館事業と市民センター、清和こども園、コミュニティ清和等地域団体による

活動が有機的に結びつき、成果につながるような事業のあり方を検討し、相互の

コミュニケーションの機会を意識的につくりながら進めていく必要がある。  
  ・予算や職員数の削減の中で、どこに焦点を絞って取り組むべきか、関連地域団体

とも協議しながら再度検討が必要。 

 
３ 令和８年度重点目標 

（１）「人がつどい、にぎわいが生まれる、新たな地域の拠点」となるための基盤づくり  
①施設の利用方法の周知や体験会の実施をとおし、新たな施設の積極的利活用の促

進を図る。  
  ②複合施設であることを活かした取組や相互の連携を積極的に進める。  
（２）地域の人たちがつながる機会や場の充実化  
  ①サロン形式や多世代交流の機会の充実化など地域の方が気軽に集える場を創出し、

生活上の課題を解決する支え合いの関係づくりを進める。  
 
４ 令和８年度の重点取組分野及び主な予定事業 

①「地域活性化・にぎわい創出」  
清和地区は少子高齢化率が著しい地域であり、人口減少に加え、地域活動の担い

手不足や地域の衰退・縮小が課題となっているため、「地域活性化」や「にぎわい創

出」につながる取り組みの充実を目指す。  
＊主な予定事業：地域団体の伴走支援や連携した取組  

②「高齢者のウェルビーイング」  
清和地区の人口の大半を占めるシニア世代の課題についての学びやシニア世代が

活躍できる機会づくりに努め、年をとっても豊かに生きられる地域環境の醸成を図

る。  
＊主な予定事業：高齢者いきがい支援事業  
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５ 令和８年度事業計画 

（１）公民館運営審議会 

№ 事業 目的及び主たる内容 時期・回数 対象・人数 備考 

１ 

小糸・清和 
地区公民館 
運営審議会 

公民館事業の企画・実施、施設

整備について総合的に調査審

議すると共に住民の意見を反

映する。 

◇年間 4 回の実施 

◇館長の諮問に対する答申 

５月～３月 
  ４回 

公運審委員 
８名 

 

 

（２）コミュニティ活性化事業 

№ 事業 目的及び主たる内容 時期・回数 対象・人数 備考 

２ 

第５４回 
清和地区文化祭 

地域住民の学習･文化活動の発

表･交流･発展の場づくりを目

指し、サークル団体の作品や、

機関の活動紹介展示を行う。 

令和８年 
11月7日（土） 
～8日（日） 

サークル 
団体・機関 
地区住民 

 

３ 

公民館だより 
｢館報せいわ｣ 
発行 

地域の情報紙として、意見交換

の場、公民館活動等の掲載を通

して、地域の動き、人々の暮ら

しをありのままに伝えると共

に地域を見つめ直し、前進させ

る１つの原動力にしていく。 

年間４回 地区全世帯
各機関など 

編
集
委
員
に 

よ
る
発
行 

４ 

ＮＰＯ法人い
きいき清和主
催 
「体験せいわ
学」 

清和地区の特色を市内外へ発

信する事業を行うことで、交流

人口の増加、地域のにぎわい創

出、産業・観光面からの地域の

活性化を目指す。 

年間 14 回
共催実施 

小学生以上  

５ 

サークル・地
域団体・関連
機 関 と の 連
携・支援 
 

ＮＰＯ法人いきいき清和やコ

ミュニティ清和、清和地区体育

協会など、地域内の各種団体と

の連携を図ることで、地域の活

性化とコミュニティの維持に

寄与する。 

【ＮＰＯ法人いきいき清和、コ

ミュニティ清和、清和地区体育

協会、青少年相談員、清和地区

社会福祉協議会、無形民俗文化

財保存会、ＳＣＰ創り隊、各サ

ークルほか】 

通年 サークル 
団体 

 

６ 

利用者交流会 ・利用者相互の交流と連携を深
める。 
・公民館についての理解を深
め、公民館活動の発展を図るた
めに、意見交換会等を実施す
る。 
◇説明会 
◇館内外美化活動 

◇交流会 
 
 
◇説明会 
1月予定 
◇館内外美
化活動 
6月18日（木） 

サークル 
団体 

 

７ 

利用者説明会 

意見交換会 
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№ 事業 目的及び主たる内容 時期・回数 対象・人数 備考 

８ 

青少年 

健全育成活動 

青少年相談員・ＰＴＡ学校関係
者・民生児童委員等を始め、シ
ニアクラブ等地区内関係団体
機関・清和地区自治会連絡協議
会等の連携を図り、地域の子ど
もを支える体制づくりに寄与
する。 

通年 機関・団体 
地区住民 

 

 

（３）青少年教育事業 

№ 事業 目的及び主たる内容 時期・回数 対象・人数 備考 

９ 

子ども 
キャンプ 

地域の魅力を活かした体験を

共有し、地域の異年齢交流を進

める。 

 

【会場：清和公民館】 

7月下旬頃 
 
 

小中学生 
20 名程度 

青
少
年
相
談
員

共
催 

10 

新春 
ちびっこ大会 

昔から伝わるお正月の遊びを
伝承する機会を持つと同時に、
集団による遊びの楽しさを味
わい、仲間の輪を広げる場とする。
 
◇君津ふるさとかるた･新春運
試し大会・凧あげ･こま回し等 

令和9年 
1月上旬 

地 区 内 の
子ども 

青
少
年
相
談
員 

社
会
福
祉
協
議
会 

民
生
児
童
委
員
共
催 

11 

20歳のつどい 20 歳の節目となる門出を祝い
励ます行事を通じて、大人とし
ての自覚を持つことのできる
機会や、地域住民との交流を深
める機会を提供し、青年教育の
推進、地域の活性化を図る。  

式典 
令和９年 
1月10日（日） 
 

周東中学

校区の対 
象者 

対
象
者
を
中
心
に 

実
行
委
員
会
を
組
織 

 

（４）課題解決学習推進事業 

№ 事業 目的及び主たる内容 時期・回数 対象・人数 備考 

12 

家庭生活支援 
事業 
 おやこびと 
広場 

 
 

多世代交流をテーマとした規
事業として実施する。 
た き 火 を 囲 み な が ら 地 域 の
様々な年代との交流を行い、地
域の人間関係の醸成を図る。 

6 月～3 月 
1 回程度 
 

清和地区に
関係する全
年齢の方を
対象とする 

 

13 

高齢者いきが
い支援事業 

地域の高齢者を中心とした集
いの機会を設け、地域での支え
合いの関係づくりを進めるこ
とで、高齢者の孤立を防ぎ、生
きがいある生活を目指す。 

6 月～3 月 
通年 
 
 

60 歳以上 
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（５）その他 

№ 事業 目的及び主たる内容 時期・回数 対象・人数 備考 

14 

清和地域活性
化センター事
業 

清和地域の抱える課題に対応

し、持続可能な地域づくりを行

う。 

通年 地区内外住
民・関係団
体 

 

15 

展示活動 主催事業報告･館報･地域の情

報等を掲示する。 

 

通年 サークル 
団体 

 

16 

施設の維持管理 職員や利用者の創意工夫を活

かし、利用環境の維持向上に努

める。必要な備品を購入し、機

能性を高める。 

 

通年 施設  

17 

図書館活動 新刊図書の購入やリクエスト

に対処し、中央図書館清和分室

としての役割を果たす。 

 

通年 地区住民  
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予算科目 事業名 予算名 事 業 費 昨年度比 財源内訳

公民館運営審議会 公民館運営審議会関係費 317 21 一般財源

社会教育費
公民館だより発行事業
（年４回発行）

159

第５４回清和地区文化祭 9

体験せいわ学 0

利用者説明会・交流会 2

子どもキャンプ 17

２０歳のつどい 11

家庭生活支援事業
・おやこびと広場

6

高齢者いきがい支援事業
・出前型サロン
・講演会　ほか

6

公民館の管理運営に関する事業 公民館管理運営事業 201 -39
一般財源
・その他

728 -227

令和８年度事業予算概要

 清 和 公 民 館

（単位：千円）

-11

-146

青少年教育事業

合　　計

コミュニティ活性化事業 一般財源

一般財源

課題解決学習推進事業 一般財源-52
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